　平成３０年度　第１２回座間市在宅医療推進協議会（子会議）会議録
日　時：平成３１年３月１２日（火）18時30分～20時00分
場　所：サニープレイス　３階研修室
1.　議会・委員会を終えて
○無所属：安海議員より
Q：協議体についての質問（来年度増員1名の件等）。‥内容を説明
要望：「ご近助（ゴキンジョ）活動」の推進。‥介護保険課として受け止める。
A：市としては、地域住民が各々に助け合う体制が生まれていくことを期待して、色々な会議で「わが事人ごと」と感じてもらえるようにしていきたいと回答。
　○日本共産党：星野議員より

Q：虐待についての有無・対応・虐待らしき情報の共有。
A：市内において虐待と思われる通報が数件あり、市と地域包括支援センターと警察と関係機関で情報共有しながら対応していると回答
　○公明党：安田議員より
Q：介護予防教室を企画から丸ごと委託してはどうか？
　A：できるなら委託したいと回答。
　・介護予防ボランティア制度（ボランティアポイント）を他市では行っているところもある。
　　今後検討すると回答⇒今後各包括へ意見を求めることがあるかもしれない。
2.8050問題について
　○今後の青少年課・障がい福祉課等との連携会議開催について、定期開催とするか随時開催とするか等どのようにしたら良いか？　　　
　 ・負担のない程度で定期的に情報交換したい。
　 ・必ずしも個別ケースを話あわなくても良いと思う。
　 ・解決したいケースがある時に随時開催とするのが良いと感じる。
　Q ：会議では個人名をだして話しても良いのか？
　A：来年度は個人名を出しても良い会議ができるかもしれない。
⇒支援会議。
　・支援会議とは支援対象の個人情報の共有について国が法の整備をした会議であり、必要に応じて開催され、会議自体に守秘義務を課すことで、参加者が個人情報について忌憚なく話せる会議となる予定。
　・理想は個別ケア会議と同時開催して、各々カウントできると良い。（管轄法令の側面から自立サポート担当の参加が必須となる。）
　※今後自立サポートより支援会議の開催について各包括へ意見聴取をする予定なので協力して欲しい。
○前回の連携のための会議を経て今後の見通し。
　・青少年課主催の会議に参加のお誘いがあり参加した。⇒今後双方に良い形で連携できると良い。
　・会議の目的の1つとしてコラボできると良い。
　・前回ヌーが欠席だったので話しを聞きたい。
　・前回会議はゲスト参加の各位からの話し（50側）を聞いただけなので、次回は80側の話しをゲストにもしたい。
　・開催方法は支援会議の動向を見てからの決定でも良い。
　・次回の会議で各包括でのケースを持ち寄るのはどうか？　（今後連携会議をする際の資料にしたい。）
　・6月・7月にはある程度の方向が決まる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
